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は
、
１
₉
₉
０
年
の
大

阪
花
の
万
博（
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
）以
来
37
年
ぶ

り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｈ（
国
際
園
芸

家
協
会
）が
承
認
す
る
Ａ
１
ク
ラ
ス（
最
上
位
）の
国

際
園
芸
博
覧
会
で
あ
る
。

元
来
日
本
人
は
、
古
く
は
江
戸
時
代
に
園
芸
ブ
ー

ム
が
起
こ
り
、
幕
末
に
日
本
を
訪
れ
た
英
国
東
イ
ン

ド
会
社
の
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン（

注
）を
驚
か
せ
た

よ
う
に
、
花
と
緑
を
好
む
国
民
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
大
阪
花
の
万
博
で
は
、
わ
が
国
に
古
く
か

ら
あ
る
生
け
花
や
盆
栽
な
ど
の
伝
統
文
化
を
は
じ
め
、

様
々
な
国
の
花
壇
や
装
花
技
術
等
の
展
示
を
通
じ
て

示
さ
れ
た
花
と
緑
の
魅
力
が
、
来
場
者
の
心
を
強
く

捉
え
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
１
₉
₉
０
年

代
に
は
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
」
が
起

こ
り
、
１
₉
₉
₇
年
に
は
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
が
新

語
・
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
わ
が
国
の

花
き
産
出
額
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
中
に
あ
っ
て
、

大
阪
花
の
万
博
開
催
前
年
の
１
₉
₈
₉
年
の
５
０
２

₆
億
円
か
ら
、
１
₉
₉
₉
年
に
は
₆
３
₄
₆
億
円
と

大
き
く
増
加
し
、
花
き
産
業
の
黄
金
期
を
迎
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
園
芸
博
覧
会
は
、
経
済
的
に
も

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
国
家
的
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。

時
代
は
変
わ
り
、
今
日
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
や

生
物
多
様
性
の
減
少
と
い
っ
た
世
界
規
模
で
の
環
境

問
題
の
深
刻
化
、
気
候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害
の
激

甚
化
・
頻
発
化
に
よ
る
食
料
問
題
の
顕
在
化
な
ど
、

様
々
な
社
会
的
・
経
済
的
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

世
界
は
、
資
源
浪
費
型
の
社
会
を
改
め
、
限
り
あ
る

地
球
環
境
の
持
続
と
い
う
人
類
共
通
の
目
的
に
軸
を

移
し
た
環
境
社
会
へ
の
大
き
な
転
換
の
途
上
に
あ

る
。
本
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
₇
年
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
目
標
年（
２
０
３
０
年
）ま
で
３
年

と
い
う
年
に
あ
た
り
、
世
界
中
か
ら
、
発
展
と
持
続

性
を
両
立
す
る
自
制
的
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
世

界
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
ま
た
、
そ
の
先
は
ど
う
な

る
か
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
時
期
と
な
る
。
本
博
覧

農
林
水
産
大
臣

坂さかも
と本
哲てつし
志

食
や
農
に
視
野
を
広
げ
た
国
際
園
芸
博
覧
会
の

成
功
に
向
け
て
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幸せを創る明日の風景

会
で
は
、
わ
が
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
貢
献
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
先
の
社
会
も
見
据
え
た
日
本

な
ら
で
は
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
こ
の
分
野
に
お
い

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。Ｎ

ｂ
Ｓ
を
提
示
す
る
博
覧
会
へ

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、本
博
覧
会
は
、単
な
る
花
と

緑
の
祭
典
に
と
ど
ま
ら
ず
、
初
め
て
本
格
的
に
食
と

農
に
も
視
野
を
広
げ
、
植
物
や
自
然
の
力
を
活
用
し
、

様
々
な
社
会
課
題
の
解
決
案（
Ｎ
ｂ
Ｓ
：N

ature-
based

Solutions

）を
提
示
す
る
博
覧
会
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
農
林
水
産
省
は
、
わ
が
国
の
豊
か
な

食
文
化
や
食
生
活
の
維
持
・
発
展
に
向
け
、
食
料
・

農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
る
た
め
の
政
策
方
針
で
あ
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定（
２
０
２
１
年
５
月
）し
た
。

現
在
、
同
戦
略
に
基
づ
き
、
国
内
外
の
調
達
段
階
か

ら
生
産
、
流
通
・
加
工
、
消
費
に
至
る
ま
で
の
食
料

シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
、
関
係
者
の
行
動
変
容
と

技
術
革
新
に
よ
り
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
持
続
的
な

食
料
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
消
費
者
、
生
産
者
、
食
品
関
連
事
業
者
、

日
本
の
「
食
」
を
支
え
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
考
え
、
議
論
し
、
行
動
す
る
国
民

覧
会
は
、
わ
が
国
企
業
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
姿
勢

を
世
界
に
示
す
と
と
も
に
首
都
圏
の
巨
大
な
消
費
者

層
の
支
持
を
獲
得
す
る
う
え
で
、
千
載
一
遇
の
機
会

と
な
ろ
う
。

本
博
覧
会
は
、
家
族
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
来
場
も
見
込
ま
れ
る
。
次
代

の
わ
が
国
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
、
今
か
ら
行
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
明
る
い
未
来
が
実

現
で
き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
深
い

こ
と
で
あ
り
、
経
済
界
の
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
の
展
示

と
並
ん
で
本
博
覧
会
の
核
と
な
る
エ
リ
ア
と
し
て
、

主
催
者
と
テ
ー
マ
を
共
有
し
な
が
ら
「
幸
せ
を
創
る

明
日
の
風
景
」を
共
創
す
る
空
間
で
あ
る「V

illage

」

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
経
団
連
の
皆
さ

ま
の
参
画
を
期
待
し
て
い
る
。

本
博
覧
会
が
、
よ
り
楽
し
く
意
義
深
い
も
の
と
な

り
、
明
る
い
未
来
の
道
し
る
べ
と
な
る
よ
う
、
食
品

産
業
・
農
林
水
産
関
連
企
業
の
皆
さ
ま
の
参
加
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
料
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
全
て
の

企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
様
々
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
た
い
。

運
動
と
し
て
、「
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ
ト
」
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
経
団
連
の
会
員
の
皆
さ
ま

に
も
格
別
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
豊
か
な
食
と
暮
ら
し
を

支
え
る
日
本
の
農
林
水
産
業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、

持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け
、
本
博
覧
会
が
重

要
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
現
在
、

政
府
を
挙
げ
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
へ
の

理
解
醸
成

本
博
覧
会
は
、
日
本
の
人
口
の
約
３
割
が
暮
ら
す

１
都
３
県
で
開
催
さ
れ
る
初
め
て
の
国
際
博
覧
会
で

も
あ
る
。
首
都
圏
の
み
な
ら
ず
全
国
の
消
費
者
と
海

外
か
ら
の
観
光
客
の
来
場
が
見
込
ま
れ
、
来
場
者
数

も
１
０
０
０
万
人
以
上
を
想
定
し
て
い
る
。
農
林
水

産
省
と
し
て
は
、
本
博
覧
会
を
機
に
、
日
本
の
消
費

者
の
皆
さ
ま
に
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
行
動
変
容
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
世
界
に
対
し
て
日
本
の
高
度
な
食
と
食

文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国
産
農
林
水
産
物
・
食
品
の

さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

経
済
界
に
と
っ
て
も
、
環
境
や
人
々
の
豊
か
な
暮

ら
し
に
対
す
る
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
る
中
、
本
博

（
注
）参
考
：
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
著
『
幕
末
日
本
探
訪
記
―
江

戸
と
北
京
』


